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第二次会商は広田弘毅内閣期 (36年 3月 - 37年 1月)を中心に展開され，第一次日印協定の












































































































年 次 生無地 晒 加工 計
⑧ ⑮ 。 計 ③ ⑮ 。 ③ ⑮ 。 計
インド 1.839 583 746 3,169 72 84 59 64 58 18 24 100
イギリス 111 281 193 597 14 5 28 17 19 47 32 100
1932/33
日 本 243 120 212 579 13 1 12 18 42 21 27 100
計 2,195 995 1.169 4,394 100 100 100 唱10 0 50 23 27 100
インド 1,724 540 680 2.945 79 88 67 72 59 18 23 100
イギリス 88 184 140 425 1 5 23 15 21 43 33 100
1933/34
日 本 141 75 122 349 9 7 9 13 40 21 35 100
言十 1.953 801 947 3,740 100 100 100 100 52 21 25 100
インド 2,018 623 755 3,397 78 87 69 68 59 18 22 100
イギ、リス 102 236 212 552 13 4 26 19 18 43 38 100
1934/35
日 本 193 40 138 373 9 8 4 12 52 1 37 100
計 2,315 908 1,115 4,340 100 100 100 100 53 21 26 10 日U
インド 2.118 655 797 3,571 79 86 71 69 59 18 22 100
イギリス 85 198 153 439 10 3 22 13 19 45 35 唱10 0
1935/36
日 本 245 58 190 495 1 10 6 17 49 12 38 100
計 2,449 918 1,148 4,517 100 100 100 100 54 20 25 4ムI ハυo
インド 2,108 653 810 3,571 82 96 75 74 59 18 23 100
イギリス 53 163 115 334 8 2 19 1 16 49 34 100
1936/37
日 本 207 48 159 416 10 9 6 15 50 12 38 100
計 2.369 872 1.091 4,334 100 100 100 100 55 20 25 100
資料:日本綿糸布印度輸出組合「時報 j 201 号， 1937 年11 月8 日付。
註:インドはインド紡績の綿布生産。計は，それを輸入綿布の合計。手機綿布(同， 208 号) は含 ま れ
ていなし、。インド綿布の生地・晒の区分はキャンブリック・ローン，捺染生地，テント・クロスを
生地とし，それ以外の品種の 75%を生地， 25% を晒 と して推計 し た も の。
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表 2 第一次協定をめ ぐ る各綿業団体の
① ②く1)
第一次協定内容 対インド綿 インド棉花 ⑧の品種別割当(%)
* 布輸出 輸入 (/ ⑥③ ⑧ ③⑮の増減 生地 晒 色物
百万碍 百万俵 無地縁付
325 1.0 ⑮<100万俵の時，③を 45 13 8 34
...40 ~1. 5 267 減(1万俵二 200万碍)。 (10)(20)(20)(10)団体名と提案年月日 ⑧>100万俵の時，③を
増(1万俵= 1 50万碍)。 ( )は各委譲率の上限
現在の金額による比率⑧: ⑮<100万俵の時，そ日本棉花同業会 35.4.15 ⑧は 1 :3 であ る た め ， 均 の不足5分百は万次碍期をに維繰持越。A 衡を図る。③の増加か，⑮ し， 32の減少。
③:⑧は 1 1 を理想。
輸出綿糸布同業会 (35.4) ~附 +--=H 13J 減 一~ t首B ...650 I ~1. 5
いV 35 . 1 山')門t,/、、) ③:⑮は 1 1 を理想。日本綿織物工業組 ...450 I ~1. 5 I300 37.2 24.438.1メ仁』1、、jJ! 15仁1、ムZ三Z、 E、 以降
...50 ~1. 5 333
υV 3つ5 . 1 2円，臼円ノし円ィ、/ 、) 400 1.0 ⑮増>100万俵の時③ を大日本紡績連合会 ...50 ~1. 5 333 (l万俵ニ 200万鳴)。 全 廃F|\以降
在ボンベイ・カルカッ (35.9) 325 1.0 ⑮>100万碍の時③を 33.3タの日本人有力者 ...425 ~1. 5 283 増( 1 万俵=200 万砥)の総合意見(伊藤
50 50竹之助報告) D
⑧:⑧は 1 1 は原則。 ⑮>100万俵の時③を
日本綿織物対印輸 35.8.17 増(l万俵二 200万碩) 30 20 50出組合 C 4∞ o お3
...50 I ~1.5
400 1.0 ⑮>100万俵の時③を日印会商準備委員 36.1.7 ...50 ~1. 5 333 増(l万俵 = 200万碍) 全 廃会改討案 G
日印会商準備委員
会，常任委員会改 36.9.1 牢 * * 牢 35 13 12 40訂案 H
資料:日印会商準備委員会「第一号日印会商準備関係Jo H のみ同 「第二号 日 印会商準備関係Jo A. 日
関スル意見」年月日，不明。 (Aと同封された保存状態から， Aと同時に作成されたと考えられる)。
甲谷陀両地ニ於ケル当業者並ニ邦人有力者ノ綜合意見」年月日不明(伊藤竹之助対印輸出組合理事
が1 2月 7 日付で出 さ れてい る点よ り 推察) 0 F. 表題のな い二枚 も の (12月23 日 の第二回準備委員会






訂正要求と改訂案 (36 . 1.7)
③ ④
対日本品輸入税率 イギリス そ の 他
時期別割当 品との税
生無地 その他 率差
年 2期。 従価 50% 従価 50% 25%
期間別融通は また 1ポンド514 ア ンナ200 万碕。 (従量税)。
減税。 無差別を 印棉不買は不可。輸入組合設立。協定 3年間に450万俵以上の棉花輸入の時，その超過分主張。 を次協定年度に繰越すことの棉花の不作年度
の⑮変更。
従価 40%以下，従量税 25% 印棉不買は不可。輸入組合設立。
全廃。 印棉の需要減少傾向に配慮。
棉花の不作年度の⑮変更。
年 2期。 従価 40%。 20% 再輸出に対する積出期間の 3ヵ月の延長。
6250 万橋。 従量税全廃。
年 2期。 従価 35%。 10% ビルマの独立による分離後でも協定数量は変
4 ，000 万時以上。 従量税全廃。 更しないこと。棉花の繰越と綿布の再輸出を
え忍めること。
l 年制。 従価 50%。 25% 印棉不買は不可。通商擁護法の適用。
6 ，000 万碩以上。 従量税全廃。 雑貨のクォー タ制を検討。
年 2期。 従価 40%。














本棉花同業会「日印協定改訂ニ関スル意見 J 1935 年4 月15 日付。B. 輸出綿糸布同業会 「 日 印協定改訂ニ
C. r 日 印通商条約議定書修正ニ関ス ル意見書J 1935 年8 月17 日付。D. 伊藤 (竹之助) 理事長報告 「孟買，
長が来孟したのは 9月であるところから推察 ) 0 E. r 日 印協定改訂案J (準備委員会より改訂案提出の要請
において紡連案の未提出が議論されている点より推察 ) 0 G. r 日 印協定改訂案J 1936 年1 月7 日。H. r九
合済 J (インド特派員あて， 13 電， 36 年9 月12 日 ) 。
島久七，阿部藤造)，日本棉花同業会(擢野健三，北川興平，永井幸太郎)，綿工連(三輪常次郎，舞田寿





〔東洋紡績J，津田信吾〔鐘淵紡績J ，小寺源吾〔大日本紡績J ) ，輸出綿糸布同業会(南郷三郎






れた。そして「常任委員」として，庄司〔東洋紡績J ，伊藤〔伊藤忠J ，南郷〔日本綿花J ，権野
〔東洋棉花J，舞田〔綿工連〕の 5名が， I幹事」 と し て奥村正太郎， 高柳松一郎， 入江鼎の 3 名




表 3 第一次協定をめ ぐ る在イ ン ド 日本人
① ②
第一次協定内容 対インド綿 インド棉花 ⑧の品種別割当(%)
布輸出 輸入 (/ ⑮ ⑧⑮の増減 生地⑧ ⑮ 晒 色物
百万繭 百万俵 無地縁付
325 1.0 ⑮<100万俵の時，⑧を 45 13 8 34
団体名 ---400 --1.5 267
減(1万俵 = 200万踊)。 (10)(20)(20)(10)
⑮>100万俵の時，⑧を
増(1万俵= 150万鳴)。 ()は各委譲率の上限
400 1.0 ⑮>100万俵の時③を 33.3ボンベイ準備協議
36.3.21 ---500 --1.5 333 増(l万俵 = 200万碍)。メヱ〉三 、
50 50
400 1.0 ⑮>100万俵の時③を 33.3カルカッタ準備協
36.3.26 ---500 --1.5 333 増(l万俵 = 200万磁)。議会
50 50
325 1.0 ⑧>100万俵の時③をボンベイ準備協議
36.7.7 ---500 --1.5 333 増(l万俵 =325万碍)。 30 30 40メ:z:;;益、
資料:前掲『第一号日印会商準備関係』



















協定継続の意思を確認した上で， 36年1 月 ま でに綿業主要5 団体の 「意見書」 が提出された。
綿業団体の訂正要求
③ ④
対日本品輸入税率 イギ、リス そ の 他
時期別割当 品との税
生無地 その他 率差
従価50% 従価50% 25%年 2 期。 また 1ポンド期間別融通は 5 比ア ンナ200 万碍。 (従量税)。
1 年制 20% 以下。
8，000 万碍
1 年制 従価税 35%， 20% 以下。
8 ，000 万碍 従量税全廃。




























ぞれに先述の「準備協議会Jを結成していたが， 36年3 月 に な っ て も 「 日本政府 ト シ テ ハ未 ダ
具体的確定案ト云フ様ナモノハ出来テイナイ故ニ現地ニ於ケル意見ヲ政府ニ送ッテヤルJ 14)こ
とになった。 2 • 26事件の混乱 も あ り ， 日本国内の3 月 時点では未だ会商にむ けての政府案 は
十分に纏まっていなかったと考えられる。表 3がそのボンベイ・カルカッタ「協議会」案であ
るOこの案は在インド日本人業者からみたインド市場の実情を反映したものと考えられるが，
1 月7 日 の国内 「準備委員会」 案G と の差異は②， ③項目 に求め ら れ る 。 と く に ②で は在 イ
ンド関係者が〔生地の減少→晒の増加〕を強く求めた点に特徴があった。「グレイ(生地)ガ
多ケレパ印度品ト正面衝突ヲスルJ 15)といわれたようにインド綿布は生地に生産の 6割を集










































ReportofTheMillowhers'Associ αtion ， Bombay の各年度。
日本綿糸布印度輸出組合『事業報告書 J各年度。
註 〔晒〕インド品価格，ボンベイ工場の綿布在庫は⑮。日本品の対インド輸出，








































(2) I華北分離工作」 の見直 し



















リスとの協調は重要な課題であり， 35年の中国幣制改革を主導 した フ レデ リ ッ ク w. リ ー ス ・
ロスの36年 6月の再来日はその対イギリス協調を復権させる好機であった。
























6 月 ま での経過の なかで も う 一つ注意 し た いの は政府の現状維持的な方針が綿業関係者に
は明示されていなかった点であるO会商がはじまる 7月までに綿業関係者は政府の具体的な方
針の確認に努めた。準備委員会は 7月 20日に代表委員(中村信太郎，関桂三，南郷三郎)を上
京させ，松島外務省通商局長との非公式会談に臨んだ。委員は綿業関係者による 1 / 7案に
「変化ナキモ会商切迫ニ付其ノ後ノ状況並ニ外務省ノ交渉方針ニツキ差支ナキ限リ非公式ニ説
明アリタシJ3I)と述べ改めて 1 / 7案の採用を求めるとともにさらに第二次協定を 3年間










7 月20 日 か ら始ま っ た第二次会商は 第一次 と 同様に イ ン ド の外交権を握る イ ギ リ ス 本国か
ら派遣されたインド政庁商務次官トマス・スチュワトと日本カルカッタ領事米沢菊二との





の人選では「常任委員ニ一任」となっていたが， r人選容易ニ決定セ ズ依 ッ テ (中略) 政府 ノ
指名ニ一任」することに変更された34)。当初，常任委員は紡連，綿工連，日本棉花同業会，輸
出綿糸布同業会，対印輸出組合の 5つの綿業「各団体ヨリー名宛ノ委員J 35)を選出して，計 5
名の顧問とすることを考えていたがこれが実現に至らなかったのは綿業内部での足並みの乱
































表 4 ボ ン ベ イ 港にお け る対 日本棉花輸出商
l 叩/20年 輸出量 1934/35年 輸出量
輸出商 (千俵) (%) 輪出商 (千俵) (%)
東洋棉花 285 22.7 東洋棉花 251 15.4
日本綿花 218 17.4いく 江商 208 12.8横浜生糸 132 10.5 日本綿花 163 10.0
江商 113 9.0 RalliBros. 146 9.0
湯浅棉花 71 5.7ン VolkartBros 111 6.8TataSons&co 52 4.1 NarsyNagsy&co. * 10 唱1 6.2西松商店 39 3.1 Kotak&co 80 4.9VolkartBros. 33 2.6 Langley&co. 67 4.1RalloBros. 29 2.3 MadhavdasAmersey&co 58 3.6
KilschandDeochand 19 1.5 ViramLadha&co.* 50 3.1
GoculdasDossa 15 1.2 ArjanKhimji&co. ネ 41 2.5
C.Bomanji&co. 9 0.7 Bruel&co. * 23 1.4
CurrimbhoyEbrahim 9 0.7 N.Fatehali&co. 23 1.4
HirjeeNensey 8 0.6 Bombayco. * 20 1.2
S.J.David 7 0.6 OsmanSuleim&co 17 1.0
その他とも合計 1256 100.0 その他とも合計 1628 100.0
資料: ToyoMenkaKaisha , ReportofCottonBusinessin India , (Bombay , August
1923).({東洋棉花四十年史」資料)
同， CottonExportsfromIndi αto AllDestin αtions ， Season1934.9-35.8(笹倉貞一
郎資料， 045962 大阪市立大学経済研究所所蔵)
注*はインド人棉花売込商(ジェタワラ)を示す(坂上国治編「印度棉花事情」江商株式会社，
1932 年12 月 ， 162-3 頁) 。
114
日中戦争前の日本の経済外交(寵谷)
表 5 三大紡績 と三大綿関係商社の イ ン ド棉花取引
(単位:俵)
1917年9 月30 日---18年4 月 1934年1 月---12月
紡績企業 商 社
取引高 亀(紡%震) 量(商%法) 取引高 語(紡%震) 構各(商%社成)
東洋紡績 東洋棉花 80 ,834 34.0 38.2 42 ,150 11.7 14.7
日本綿花 45 ,900 19.3 27.0 39.600 11.0 16.6
江 商 49 ,343 20.7 39.8 105,500 29.3 33.1
そ の 他 61 ,853 26.0 13.8 172.388 47.9 19.2
言十 237,930 100ハU 24.3 359,638 100.0 20.7
鐘淵紡績 東洋棉花 52 ,900 46.1 25.6 31,405 32.7 11.0
日本綿花 46 ,819 40.8 27.6 21.808 22.7 9.2
;工 商 8,191 7.1 6.6 13.300 13.8 4.2
そ の 他 6.831 6.0 15.2 29,525 30.7 3.3
計 114,741 100.0 11.7 96 ,038 100.0 5.5
大日本紡績 東洋棉花 13,326 14.9 6.5 45.733 22.2 16.0
日本綿花 23,506 26.2 13.8 45 ,974 22.3 19.3
江 商 15,064 16.8 12.2 47 ,250 23.0 14.8
そ の 他 37.699 42.1 8.4 66.916 32.5 7.5
計 89 ,595 100.0 9.2 205,873 100.0 11.8
そ の 他 東洋棉花 59 ,287 11.6 28.7 167,191 15.5 58.3
日本綿花 53 ,627 A唱tO . O 31.6 130,925 12.1 54.9
江 商 51 ,320 9.6 41.4 152,367 14.1 47.9
そ の 他 341 ,610 63.8 76.2 628.518 58.2 70.0
計 535.844 100.0 54.8 1,079,001 100.0 62.0
メ仁 h1、 計 東洋棉花 206,347 21.1 100ハU 286,479 16.5 10 ハ0.0
日本綿花 169,852 17.4 100.0 238.307 13.7 100.0
江 商 123,918 12.7 100.0 318,417 18.3 100.0
そ の イ也 447 ,993 45.8 100.0 897.347 51.5 100.0
計 978,110 100.0 100.0 1,740,550 100.0 100.0
資料:三井物産棉花本部「棉花統計表 J (I 物産会社第六回支店長会議資料」 三井文庫蔵) 。 東洋紡績
調査『紡績会社原綿買付統計資料 J 1932---35 年。 (東洋紡百年史資料)。




の引関係は， 1917/18年に は 〔東洋紡績-東洋棉花 ・ 江商， 鐘淵紡績 東洋棉花 ・ 日 本綿花〕




























































































































































































4 日 本の外交方針の転換 一 日 中 「提携」 論の台頭一






期 年月日 対インド綿 インド棉 ⑧/⑧ ③の品種別布輸出量 花輸入量 ③⑮の増減条件⑧ ⑮ E民/俵 生 地 晒百万碍 百万俵 無地 縁付
34.1.5 325 1.00 (<1. 00 :③の減率 45 13 8
--400 --1.50 267 c1万俵 = 200万碩〕。 --49.5 --15.6 --9.6
*
(>1. 00 :⑧の増率
c1万俵 = 1 50万碍〕。 (10) (20) (20)
(>1. 50 :超過分は次
( )内は各委譲率の上限期棉花年度に加える。
36.7.30 * * * ⑮三〔11.00: ③の増減率 40--48 20--24(20)
I 「1 8~2207 275 b) r--ー 万ーー俵ー =ーー 2 0ー0万ー碍ー 〕ー ー* 233 10--350 〉ド
9.15 325 牢 283 (7.30 と 同 じ 〕 45--54 15--18--425 (10) (20)
E
(* J10.3 325 1.0ハU 289 35--38.5 13--15.6 12--14.4--364 --1.26 (¥4ムI ハU 〆、，、J (20) (20)
1.9 300 c) 1.00 257 40 13 10E --360 --1.40 *
37.2.19 283 d) 0.93 e) 250 40--44 13--15.6 10--12--358 --1.43 f、〆、、 1 ハu、ノJ、 (20) (20)
N 「1 2一2一7一 275 b) 40--44 13--13.710--10.5
--350 (10) (5) (5)
3.6 同前 * 239 同前 同前 同前
「1 3(イ2)0 戸lzi- -コす 一一一一一- ーーーーV * 239 40--44 13--13.710--10.5--358 「石(ご 104)r-(5) (5)
iL(ロ) "275- fす O~93-;f ー ーー245 13--15.6 10--12--350 --1.43 (10) (20) (20)
第二次 3.23 283 1.00 40--44 13--15.6 10--12協定 --25 --358 --1.50 239 * (¥〆 10、ノ1 (20) (20)





政府は 8月末まで「民間ニ何等諮問セザリシ J49)状態で会商を進めた。政府の 7 /30案は民






割当(% ) インドの綿布輸入税率 備 考
色 物 時期別割当
捺染 その他 生無地 その他
34 年 2 期， 各期弘 従価 50%， ま た 従価 50%--37.4 割当。期間別融
通量は 2， 000万 は 1ポンド 5 Y4
(10) 碍(以下，数字 アンナ
のみを記す)。
40--48 本 従価 40% ビ、ルマを含む。
(20) ~~0 .Q ~~!_ー圃roo ーーー一ーーーーーーーー一ーーーーー
本 b) ビ ル マ分(42 百万五馬) 分 と
2500 万砥 * 国内過剰分 ( 8百万碍)を減。
40--48 同 上 従価 45% ①③⑮よりビルマ分を差し引(20) く方針
40--44 従価 45% ま た は 1 従価 45% ， ただ し
(10) ポンド 4%アンナ。 捺染は50%。
37 同上撤回 * ビルマ分 (25百万碍)減
28-33.6 9--10.8 d) ビ、 ルマ分(42 百万碍) 減










20-22 17--18.7年 2 期， 各期 12















7 月30 日 の 日本の提案以降 ， 8 月 末 ま で は イ ン ド側よ り 改定案が続けて出 さ れ ， 両国の利害
状況が判明した時期であった。 8月末のインド案は，①の変更を重視するもので，①一⑧を現
行のままとし，インド統治法によって37年 4月にインドから分離するヒ、ルマへの綿布輸出量分












しかしその後の日本の 9 /15案， 10/3 案は全 く 譲歩の姿勢を見せな い も のであ っ た。 ①の
⑧/⑮値ではインド案 (233砺/俵)を上回る 283 - 289鳴/俵の提案がなされ，②においても




は①と②ともに準備委員会が用意した改定案(表 2の日 ( 9 / 1案))をもとに「伊藤(竹之
助)，関(桂三)，南郷(三郎)，舞田(寿三郎)，商工省ト懇談ノ結果J54)から提案され，とくに
②については既に 9月の初めに「伊藤，庄司(乙吉)，南郷ラ上京，商工，外務両者ト打合済ミ」
55) の も のであ っ た。 そ れ ま で距離の あ っ た政府 と綿業関係者 と の関係が ， 政府か ら の諮問を通
して 9月から接近するように図られたのである。では官民接近による硬直した外交姿勢はし、か






































である 63)。実際に 9月 30日には「第二次北支処理要綱」にそって，田代天津軍司令官と宋哲元
との間で「経済開発ニ関スル了解事項J64)が調印された65)。中国経済の成長を前提とするこう
した日中「経済提携」はイギリス・アメリカなどの「第三国の既得権益は之を尊重し要すれ
ば此等諸国の施設と合同経営J (I第二次北支処理要綱J) す る こ と に留意 さ れて い たが ， 他方
で「英国は列国殊に米，蘇，支を利用し対日抑圧政策を執るべき虞ある J 66)との警戒姿勢をも
有していた。


































5 イ ギ リ ス帝国秩序と イ ン ド棉花輸出問題
(1)イギリスの「金融」利害
日本とインドとの歩み寄りがみられないなかインド側の交渉メンバに交代が見られた。
スチュワートが37年 4月以降工務長官に就任することとなり 10月 9日以降は商務省第二次
官ヒュー・ダウと財務省第二次官アブラハム・レイズ、マンが交渉にあたった。 10月 9日の非公
式懇談にてインド側は新しい提案をおこなった。それは「品種別ニ於テ譲歩(無生地の 5 %減





























(b) r本国費J (HomeCharges) や投資収益 (利子) を は じ め と す る 貿易外勘定を イ ギ リ ス に
支払うことが出来た。そしてこの二つの環がイギリスのアメリカ，ヨー ロッパ諸国への巨額
な貿易赤字を決済したことはよく知られている Oインド民族資本の度重なる抵抗にもかかわら
ず85)， 1920 年代に ル ビ ー がポ ン ド に た い し て高め に設定さ れた の も ， イ ギ リ ス の対 イ ン ド 輸出
を促進させるためだけではなくむしろそうした「本国費」や投資利益の安定的取得のためで
あった 86)。しかし 29年からの大恐慌はこの二つの支払いルー トにも打撃を加え，イギリス本国
は再編を余儀なくされた。まずアメリカヨー ロッパとの貿易収支赤字の縮小に努力するとと
































(2) 11 月 以降の 日本の譲歩
11 月9 日 の提案にお いて イ ン ド側の譲歩がみ ら れ る なかで ， 日 本 も譲歩姿勢をみせた点に注
意した ~ 'o①ではインド側も認めるようになった⑧・⑧両方からのビルマ市場分の日印協定か










































資料: TheEastIndiaCottonAssciotion , Bombαy CottonAnu αl の各年。
註:・はインド紡績工場の棉花在庫(左目盛)。アミ部分は棉花の国内供給(収穫輸出入価格の
JarillaはUnited StatesDepartmentofAgricultureBuraueofAgriculturelEconomics ,
StatisticsonCottonAndRel αted Dαtα ， Washington , D.C. , 1951.p174.



















11月28 日 に有田外相は 「 日 印交渉ニ関ス ル件J97) を米沢総領事に送付 し た。 そ こ で は① 一 ③
からのビルマ分4200万碍削減とするインド案 (11/ 8案)に合意し②の割当比率についても
「色物細分ハ民間ノ強硬ナル反対アルニ拘ラズ印度側ノ立場ヲ諒トシ我方ノ譲歩シ得ル限度ヲ
率直ニ示シタモノ」として， (捺染30%その他 7 %J への細分を認め る よ う に指示 し た 98) 。
そうした 2点での譲歩は米沢にすれば「最後ノ土壇場ニ於ケル切札J99)として残しておくもの
であるとしながらも 37年 2月 19日の日本案に具体化して行くがその前にインド棉花市場の
安定を横目に日本の譲歩が続くなかで開始された日緬会商の展開を検討した ~ \ o
6 日緬会商 一対イ ギ リ ス協調の復活-
日緬会商は，米沢とどルマ政府財務長官ウォルタ・ブース・グレブリーの両代表の他に，
柿坪正義カルカッタ副領事 W・ B・カニンガムが顧問として同席して 12月 3日から開始さ
れた。会商の経過をまとめた表 7から窺えるように協定項目は日印会商と同様の 4項目からなっ
ていたが，①③，③，④は12月 3日の交渉で合意をみた。①一③の4200万碩での合意は，








殊ニ「プリント」物ナル」にもかかわらず〔捺染 25%・その他 35% J へ の色物の細分案は
「不自然ナル制限 J 102)であった。この点についてはビルマ側も認めるところであり，ブスも
「色物細別ニ付テハ今尚個人的ニハ緬旬ノ利益ニ反スルモノトシテ之ガ撤回ヲ希望シ J 103) て い






年.月日 対ビルマ綿布 ビルマ棉花輸入量 ⑧<基準量， ⑧の品種別割当(%)輸出最高量 の基準 ⑧のの減少分
③ ⑧ 生無地 晒 色 物
(万碩) (万俵) (万碍/千俵) 捺染 その他
1し一3一6一一1一2一 一3一 4200 輸出可能量の 70% 30"'31.5 10"'10.525"'26.335"'36.8または 9 .8万俵 (5) (5) (5) (5)
ーーーーーー 一一一一一一一一ー
12.3 向上 5 万俵， ま た 20総輸出量の 55%
12.8 5 万俵， ま た 10 10 80
"'11 総輸出量の 60%
12.11 7.8 万俵， ま た 40 20 10 35 35
"'30 本 輸出可能量の 65%
37.1.28 "'45 30
1.3 7 万俵， ま た 30 15"'18 10"'12 45"'49.5 30"'36輸出可能量の 65% (20) (20) (10) (20)
ーーー ーーー ーーー ーー -ー-司ー((ー) )-ーーーーー ーーーーー， ーーーーー・20"'23 10'"11.5 40"'46 30"'34.5
(15) (15) (15) (15)
2.13 ーー一一ー
17.5-20.77.5"'8.645"'47.330"'34.5
(15) (15) (5) (15)
37.2.13 4200
7 万俵， ま た 30 15"'18 10"'12 45"'47.3 30"'36輸出可能量の 65%
資料:前掲『日印会商史 J， 287"'303 頁。 日本綿糸布印度輸出組合 『第四年度事業報告書』。 前掲 「第二号
註:付表ともに点線内はビノレマ側の提案，それ以外は日本側。太線内は 37 . 2.13 協定内容に至る初出を示す。
を示した。また*は 12月 30日の提案であることを示す。
なお，上記の資料に記載されていない 1937年 12月 20日の日緬妥結案(本文 1 27 "' 8頁)は下記のようであ
月 21日着。「同 J 12 月23 日着。 太字は 日本 と ビルマの合意内容を示す ( 日 印会商準備委員会 「常任委員
付表公開されなかった 12 . 20協定案
② (%)
①⑮ 備 考
く1) 生無地 晒 色物
36.12.20 日本 ~6.5 万俵 ， ま た 15~18 0~12 75~803総輸出量の 65% (20) (20) (7)
棉花の人為的吊り上げを

















2 期， 各期 %割 l 従価50% ま | 従価50%
当期別融通率は|た 1 ポ ン ド



























106) と し て 「若 シ 買付量 ニ 関
シ満足ナル合意ニ達セパ色物
ニ付イテモ現在緬旬案以上
reasonable タ リ 得ベ シ j107) と ，
①一⑧でのビルマ案[ 7 万
8000万俵， ま た は総輸出量の65%J の受入れに対応 し た ， ヒソレ マ側の②での譲歩を示唆 し た 。
そして日本側も「棉花買付量ヲ六五%ニ引上グルコ卜ハ結局ニ於テ巳ムヲ得ザル」としてビル
マ案の①一⑮を認めた上で，ビ、ルマ側が日本案②の「原案-0%， -0% ， 八0%案ニ近 ク 決
定セラルベキコトヲ j 1 08)求めた。「緬旬ノ問題ハ棉花(①一⑧)ノ話サヘツケパ他ハ妥協ニ依
リ解決J 109)出来るものであり，これをうけてビルマ側も②については「相当，日本案ニ近ク色
物ノ細別モ dropシ得ベシj ll 0)との情報を日本に流した。
-129-
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に指摘されているが119) . 37年初めの中国政策をめ ぐ っ て は対 イ ギ リ ス 協調を求め る よ う に 日









ナキ現状j 12l)と伝えたように，日本政府は対イギリス協調姿勢を固めたようであり， 2 月13 日
には捺染の割当についてビ、ルマ案を受け入れる形で会商は決着した。
中国でのナショナリズムの高揚と統一の方向を認識するなかで，日本の経済外交は対イギリ






3/20案を受け入れた も のであ っ た。 米沢は色物細分につ いて は 「英国紡績業保護 ノ 目的ニ出


































































大阪 船場 東京名古屋 京城奉天 天津 青島 上海香港 スうパヤボンベイ ダラス
1920 570 3903 企1533 192 102 企 225 540 ..2009 企3080 企1516 14 。 2441 1305
1921 3106 ..2410 270 17 128 ..84 244 219 197 651 79 174 661 2160
1922 5200 649 企375 企137 ..1 86 42 94 49 901 82 76 1371 1078
1923 7284 2007 132 107 67 90 131 1υn臼円ノ 45 887 58 7 1529 756
1924 9050 2878 59 72 87 71 217 124 151 1761 109 69 2207 400
1925 8378 2357 ..1 71 ..11 8 187 91 116 1528 企51 12 2346 566
1926 2869 企670 15 13 58 59 企216 96 149 133..136 3 1729 178
1927 5656 1365 15 125 74 63 205 85 188 927 60 10 1040 394
1928 3470 企584 172 15 60 89 160 89 213 783..42 132 813 525
1929 5117 167 企 4 1 85 企13 5 64 70 201 673 23 121 1592 620
1930 2269 企 186 141 178 20 87 企76 68 70 1521 6 64 84 ..126
1931 2628 企633企 159 73 31 82 68 45 116 542 52 96 1119 540
1932 5327 企 53 180 137 92 128 276 10 320 1147 4 269 企203 1690
1933 4991 企 5 12 217 180 12 159 435 75 294 1112 59 265 17 1433
1934 6880 企 53企 10 5 150 131 18 327 74 284 1199 84 373 584 1759
1935 6575 1541 60 167 132 企 28 85 企4 201 721 120 475 224 732
1936 6069 企 4 19 17 221 137 2 185 147 758 1069 117 574 819 640
1937 12247 6064 479 367 719 124 436 226 1309 企 379 164 579 846企 2236
1938 13057 2404 352 企35 ..400 627 1785 626 企382 554 85 292 1321 3283
1939 13089 1502 317 104 52 830 3819 16 171 1648 企29 573 743 357
(%)
1920 100.0 684.7 企268.9 33.7 17.9企 39 . 5 94.7 企352.5 ..540.4..266.0 2.5 0.0 428.2 228.9
1921 10ハ H日U 企 77 . 6 8.7 3.8 4.1 企 2 . 7 7.9 7.1 6.3 21.0 2.5 5.6 21.3 69.5
1922 10 ハU . Uハ 12.5 企7 .2企 2 . 6 。 1.7 0.8 1.8 0.9 17.3 1.6 1.5 26.4 20.7
1923 100.0 27.6 1.8 1.5 0.9 1.2 1.8 1.4 0.6 12.2 0.8 1.1 21.0 10.4
1924 100.0 31.8 0.7 0.8 1.0 0.8 2.4 1.4 1.7 19.5 1.2 0.8 24.4 4.4
1925 100ハu 28.1 0.0 0.8..0.1 0.1 2.2 1.1 1.4 18.2 企0.6 1.3 28.0 6.8
1926 100.0 企 23 .4 0.5 3.9 2.0 2 .1 企7.5 3.3 5.2 4.6"4.7 1.2 60.3 6.2
1927 100.0 24.1 2.0 2.2 1.3 1.1 3.6 1.5 3.3 16.4 1.1 1.9 18.4 7.0
1928 10内0 . 0 企 16 . 8 5.0 4.5 1.7 2.6 4.6 2.6 6.1 2.6 企 1.2 3.8 23.4 15.1
1929 100.0 3.3 企0 . 8 1.7..0.3 1.1 1.3 1.4 3.9 13.2 0.4 2.4 31.1 12.1
1930 100 ハU . Uハ 企 8 . 2 6.2 7.8 0.9 3.8 企3.3 3.0 3.1 67.0 2.9 2.8 3.7 "5.6
1931 100.0 ..24.1 ..6.1 2.8 1.2 3.1 2.6 1.7 4.4 20.6 2.0 3.7 42.6 20.5
1932 100.0ハ 企1. 0 3.4 2.6 1.7 2.4 5.2 1.9 6.0 21.5 0.8 5.0 ..3.8 31.7
1933 100.0 企 1 0 . 3 4.3 3.6 2.4 3.2 8.7 1.5 5.9 22.3 1.2 5.3 2.3 28.7
1934 ‘100.0 企0 . 8 企1. 5 2.2 1.9 1.7 4.8 1.1 4.1 17.4 1.2 5.4 8.5 25.6
1935 10 ハ0.0 23.4 0.9 2.5 2.0 企 0 .4 1.3 企 0 . 1 3.1 ‘1 ・l. Uハ 1.8 7.2 3.4 11.1
1936 10 ハu 企 6 . 9 1.9 3.6 2.3 0.4 3.0 2.4 12.5 17.6 1.9 9.5 13.5 10.5円P
1937 100.0 49.5 3.9 3.0 5.9 1.0 3.6 1.8 1ハv ワー 企 3 . 1 1.3 4.7 6.9企 18 . 3
1938 100.0 18.4 2.7 .0.3 企3.1 4.8 13.7 4.8 企 2 . 9 4.2 0.7 2.2 10.1 25.1
1939 100.0 11.5 2.4 0.8 0.4 6.3 29.2 1.3 1.3 12.6 企0.2 4.4 5.7 2.7
資料:東洋棉花「大正 9年上期~昭和 14年下期店別総損益明細並各期純損益表 J (I 東棉四十年史」 資料) 。
注:(1)太字は収益の貢献が高い支店で，構成比 1 5%以上を対象にした。
(2) 総収益は棉花， 綿糸， 綿布 (加工 も含む) を合計 し た も ので 「雑益J は含ま な い。
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が，本稿では日印会商準備委員会が残した「日印会商関係文書J e仮) に よ り な が ら ， 第二次会商
をめぐる政府外交と綿業団体のあり方に検討を加えたし、。同文書の存在確認と閲覧にあたっては日
本綿糸布輸出組合の日高準一氏のお世話になった。記して感謝したい0
4)拙稿「日印会商 0933 - 34年)の歴史的意義J err土地制度史学~ 117号 ， 1987年) 。
5) 1第一回 目 印会商準備委員会決議録J 35 年12 月2 日 。
6) 1第二回 日 印会商準備委員会議事録J 35 年12 月23 日 。
7)阿部藤造稿「対印通商協定ニ関スル意見」年代不明。





田和安夫宛私信36年 6月 23日付け err日印会商準備委員会綴~ 1936年度一故 田和安夫氏所蔵) 。
9) 1 ボ ン ベ イ 準備協議会議事及決議録J 35 年10 月15 日 。 メ ンバー は領事， 伊藤忠， 江商 ， 又一 ， 三
井物産，三菱商事，日本綿花，日商，東洋棉花，対印輸出組合員代表と，紡連，鐘淵紡績である。
10) 1第6 回準備協議会議事録J 35 年12 月14 日 。
11) 日本綿花株式会社 「 日印条約ニ就テ」 年代不明。
12) 36 年1 月14 日付， 商工省第三会議室談話メ モ。 鉛筆書き 。
13) 36 年4 月16 日付 目 印会商準備常任委員会での上京報告メ モ。 ま た小滝彬伝記刊行編 『小滝彬伝
記~ 1960 年9 月 刊 も参照。
14) 1第十回ボ ン ベ イ 準備調査会議事録J 36 年3 月21 日 。
15) 同前。
16) 1ク ォ ー タ ノ 目的ニ関ス ルー解釈J e第七回カ ルカ ッ タ 準備調査会 (36年 2 月 5 日 〕 提出書類) 。
17) 前掲 「第十回ボ ンベ イ 準備調査会議事録」。
18) 渡辺良吉述 『印度にて観た る 日 印条約~ 35 年5 月21 日 。 ( 日 本紡績協会所蔵)
19) 1 ボ ン ベ イ 第九回準備協議会議事録J 36 年2 月12 日 。 「 カ ルカ ッ タ電報要領J 36 年3 月26 日 (第
四回準備委員会において奥村幹事より報告のあった 3月 21日のカルカッタ準備調査会[米沢総領事
との会合]記録)。
20) 前掲 『印度にて観た る 日 印条約~ 14 頁。




23) 15 月30 日付， カ ル カ ッ タ 渡辺駐在員発電J 36 年6 月1 日 。
24) I支那の密輸問題に就いてJ 1936 年5 月27 日 (島田俊彦， 稲葉正夫編 『現代史資料J 8 巻 ， みす
ず書房， 1964 年) 。
25) 原田熊雄 「西国寺公と政局』 第5 巻， 岩波書店 ， 1951 年9 月 ， 170 頁。
26) 井上寿一 「危機のなかの協調外交」 山川出版社 ， 1994 年1 月 ， 272 頁。
27) 4 月12 日付， 前掲 「西国寺公 と政局」 第5 巻 ， 48 頁。
28) 波多野隆雄 「幣制改革をめ ぐ る 日本 と 中国J (野沢豊編『中国の貨幣制改革と国際関係』東京大
学出版会， 1981 年2 月 ) 0 StephenLyon Endicott , Diplomαcy αnd Enterprise;British
Chin αpolicy 1933-37.Manchester , 1975. 中村隆英 『戦時日本の華北経済支配」 山川 出版社 ，
198年 ， 33頁。
29) 外務大臣 ， 36年2 月4 日談。 前掲 『西園寺公と政局』 第4 巻 ， 417頁。
30) 15 月30 日付， カ ルカ ッ タ 渡辺駐在員発電J 36 年6 月1 日 。
31) 日 印会商準備委員会 「常任委員会議事録J 36 年7 月23 日 。
32) 同前。
33) 同前。
34) 日 印会商準備委員会 「第五回 日 印会商準備委員会議事録J 36 年5 月18 日 。
35) 同前。
36) 日本棉花同業会 「 日 印協定改定ニ関ス ル意見J 35 年4 月15 日 。
37) 輸出綿糸布同業会 「 日 印協定改定ニ関ス ル意見」 年月 日不明。
38) I東洋紡績七十年史資料J (東洋紡績株式会社所蔵)の「中山秀一氏回顧録 J 1948 年12 月 。
39) 東洋棉花株式会社 『支店長会議々事録J 36 年1 月 ， 55 頁 ， (大阪市立大学経済研究所所蔵)。
40) 拙稿 「 日本人綿関係商社に よ る イ ン ド棉花直買活動一東洋棉花を事例に して 一 J (杉山伸也，漬
下武志編『アジアにおける通商ネットワーク 1850-1930J(仮)同文館，近刊)。
41) 前掲， 東洋棉花 『支店長会議々事録J 56 頁。




国貿易統制ニ関スル関係当業者ノ意見並ニ参考資料 J 36 年11 月 ( 日本経済連盟調査量報， 第24 号) ，
110 頁) 。 ま た同様の発言は ， 南郷三郎 「輸入統制立法急務論J (落合久次編「日本経済の再編成
産業及貿易編」経済情報社 1936年 10月 292頁)にも見られる。
43) 日本棉花同業会 「 日 印協定改定ニ関ス ル意見J 35 年4 月15 日 。
44) 前掲 『我国貿易統制ニ関ス ル関係当業者 ノ 意見並ニ参考資料J 10 頁。
45) 同前。
46) 同前。
47) 日 印会商準備委員会 「常任委員会決議録J 36 年6 月13 日 。
48) 故 田和安夫氏か ら の聞 き取 り (1982 年7 月5 日 ) 。 本稿では十分に検討出来な か っ た が ， 綿工連
は商社と歩調をあわせて(前掲『我国貿易統制ニ関スル関係当業者ノ意見並ニ参考資料 J 36 年11 月 ，
13-5 頁) ，紡連に対して対抗的な姿勢を取った。綿工場の動向については，後日の検討に待ちた
l\ 。
49) 在 シ ム ラ 印度特派員宛， 第12 号電 ， 36 年8 月29 日 。
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50) ReportoftheTextileLαbour InquiryCommitteevol.2.Bombay , p.255.
51) I常任委員会資料J I印度政府提案内容J 36 年 8 月24 日 。
52) シ ム ラ 印度特派員発， 第24 電， 36 年8 月28 日 。
53) シ ム ラ 印度特派員発， 第20 電， 8 月21 日 。
54) シ ム ラ 印度特派員宛， 第15 電， 36 年9 月22 日 。
55) 在 シ ム ラ 印度特派員宛， 第13 電 ， 36 年9 月4 日 。
56) I第 8 回 日印会商準備委員会議事録J 36 年8 月25 日 。
57) 在 シ ム ラ 印度特派員宛， 第13 電 ， 36 年9 月5 日 。
58) 在 シ ム ラ 印度特派員宛， 第15 電 ， 36 年9 月22 日 。
59) I第 8 回 目印会商準備委員会議事録J 36 年8 月25 日 。
60) Cain , P.J.andA.G.Hopkins , BritishImperialism;Crisisαnd Deconstruction ,
1914-90.London , 1993, pp251-9.
61) I対支実行策J 36 年8 月11 日関係諸省間決定 (前掲 『現代史資料8 J366-7 頁) 。
62) 同前。
63) I第二次北支処理要綱J 36 年8 月11 日 ， 関係諸省間決定 (同前 ， 368-70 頁) 。
64) 東亜局 「昭和十一年度執務報告J 第一冊 (第一課関係) 36 年12 月1 日 ， 354-6 頁 cr外務省執務
報告東亜局』第 1巻，クレス出版， 1993 年10 月 ) 。
65) 前掲 「戦時日本の華北経済支配J 51-2 頁。
66) I帝国外交方針J 36 年8 月7 日 ， 総理， 外務， 陸軍， 海軍四大臣決定 (前掲 「現代史資料8 J364
頁)。
67) 前掲 「昭和11 年度執務報告J 457-8 頁。
68) 前掲 『西国寺公と政局』 第 5 巻 ， 92 頁。
69) 前掲 「昭和11 年度執務報告J 462 頁。
70) 同前。
71) 前掲 『西園寺公と政局』 第5 巻 ， 92 頁。
72) 以上， 前掲 「昭和11 年度執務報告J 458 頁 ， 456 頁。
73) 同前 ， 458 頁。
74) 前掲 『西園寺公と政局」 第5 巻 ， 82 頁。
75) 前掲 『シ ム ラ会商J ， 83 頁。
76) 在 シ ム ラ 印度特派員発， 第32 電 ， 36 年9 月21 日 。
77) 在 シ ム ラ 印度特派員発， 第43 電 ， 36 年10 月18 日 。
78) 在デ リ ー宛印度特派員宛， 第19 電 ， 36 年10 月22 日 。
79) 在 シ ム ラ 印度特派員宛， 第15 電， 36 年9 月22 日 。
80) 米沢総領事発， 日 印155 号 ， 36 年10 月10 日着。
81) 同前。
82) 米沢総領事発， 日 印156 号 ， 36 年10 月10 日着，
83) 前掲 「第二次日 印会商に使 してJ 219 頁。
84) 在カ ルカ ッ タ渡辺イ ン ド駐在員発 ， 36 年8 月4 日 。
85) 塚田公太 『外遊漫想 よ し の髄』 浅井泰山堂， 1929 年 ， 28-9 頁。
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